
第 13 回 献体遺体を使用した 
頭蓋顎顔面（CMF）外科手技及び 

遊離皮弁挙上手技 実技講習会 

 
日時：2026年 1月 22日-23日（木-金曜日）：Flap Surgery 

2026年 1月 26日-27日（月-火曜日）：CMF 
 

 

 

 

場所：東北大学医学系研究科一号館一階 解剖実習室 
主催：東北大学 

協力：東北大学医学系研究科 器官解剖学分野 
東北大学医学系研究科 形成外科学分野 

東北大学白菊会 
後援：（一般社団法人）日本頭蓋顎顔面外科学会 

  

佐藤顕光
応募は締め切りました



応募要項 
東北大学では Thiel 固定を行った献体ご遺体を用いた手術手技実技講習会を開

催いたします。本研修会は参加費をいただき運営しております。ご理解くださ

い。これまで通りにお一人で複数のテーマの参加が可能です。 
CMF に関しては初級コース「顔面骨へのアプローチ」と専門コース「顎顔面

骨の骨切り手技」の 2 つのテーマがあります。 
 
参加費：テーマ 1： 「顔面骨へのアプローチ」3 万円 
 テーマ 2： 「顎顔面骨の骨切り手技」5 万円 
 テーマ 3： 「主要な皮弁の挙上手技とその血管解剖」6 万円 
    ※テーマ２の受講者の方は、前日夜の懇親会から参加下さい。 

（宿泊・朝食・夕食は各自でご用意ください） 
 

お振込先：参加決定の通知の後にお送りする申込書類を当方にて受領の後、 
東北大学本部よりお振り込み先につきご連絡申し上げます。 

 
その他：ガウン、手術用手袋、お弁当はこちらで準備いたします 

講習会中、講習会後にアンケート調査に協力して頂きます 
駐車場の関係で車での参加はできません。 

 
応募資格：形成外科治療に携わっている医師 

 日本国籍を持つもの 
     テーマ２参加者は形成外科専門医資格を有する事が望ましい 
 
受講者選定法： 参加歴の有無、経験年数、受講動機などから総合的に判定い

たし選定致します。 
 
2026 年度以降、本講習会は日本形成外科学会の指針に基づき、参加者は日本形成外

科学会の CST 倫理講習（年 1 回）の受講と受講証の提示が必須となります。一方、

本年 2025 年度は受講を「強く勧める」とし、参加者の決定に際して CST 倫理講習会

受講証を確認しますので、必ず受講をお願いします。受講は学会マイページの E ラ
ーニング（11 月 11 日より可能）等にて可能です。 



応募方法：下記リンクの Google form からお申し込みください。 
 
【顔面骨へのアプローチ】 
https://forms.gle/Zr7pvYtSQ9twxgrE8 
【顎顔面骨の骨切り手技】 
https://forms.gle/y37hwZUC2QzkCrud7 
【主要な皮弁挙上手技とその血管解剖】 
https://forms.gle/Eh9eZ55NoixidxXJ9 
 
注意事項（良くお読みください） 

• 申込多数の場合，受講者の経験等を勘案し当方で受講者を選択しま

す。 
• 受講者選定の後、受講者にのみメールにてご連絡いたします。 
（１２月３日までに連絡致します。） 

• 指定の期限内にお振り込みが無い場合は次点の方に受講する権利が移

ります。(領収書は参加時にお渡しします)。 
 

受講生が写真を撮影することは原則禁止です。 
献体者に対する尊厳･感謝を損なう行為は厳に慎んでください。 
受講者全員に守秘義務・写真撮影に関する誓約書を提出していただきます。 
本研修会は御献体して頂く皆様、器官解剖学教室のスタッフ、運営者スタッフ

の献身に支えられています。今後も継続して行うことができるように、参加者

の皆様のご協力をお願いいたします。 
 
本講集会は「臨床医学の教育及び研究における死体解剖のガイドライン-日本外科学会・日

本解剖学会」に従って計画され、東北大学医学系研究科 IRB の承認を受けて行われます。 

また、厚生労働省の「令和 7 年度実践的な手術手技向上研修事業」の一環として行われま

す。また東北大学白菊会全会員に説明と同意を得ており、その旨は HP に記載してますの

でご参照下さい。 

東北大学手術手技研修事業 HP http://www.cst.med.tohoku.ac.jp/explanation.html」 

 
 

http://www.cst.med.tohoku.ac.jp/explanation.html


スケジュールおよび募集人数 
テーマ 1： 「顔面骨へのアプローチ」 

2026 年 1月 26 日月曜日 9:00-17:30 受講生 8名 
講師：今井 啓道（東北大学 形成外科 教授） 
 菅原 康志（自治医科大学 形成外科 客員教授） 
 小山 明彦（福島県立医科大学 形成外科 教授） 
 田牧 聡志（ティーズクリニック 院長） 
      佐藤 顕光（東北大学 形成外科 講師） 
    

 
テーマ 2： 「顎顔面骨の骨切り手技」 

2026 年 1月 27 日火曜日 9:00-17:30  受講生 4名 
講師： 今井 啓道（東北大学 形成外科 教授） 
 菅原 康志（自治医科大学 形成外科 客員教授） 
 小山 明彦（福島県立医科大学 形成外科 教授） 
 田牧 聡志（ティーズクリニック 医院長） 
   勝部 元紀（京都大学 形成外科 助教） 
      佐藤 顕光（東北大学 形成外科 講師） 

     
 
テーマ 3： 「主要な皮弁の挙上手技とその血管解剖」 

2026 年 1月 22 日木曜日〜23 日金曜日 9:00-17:30 受講生 8名 
講師：   
 武田 睦（東北公済病院 形成外科 部長） 

 高地 崇（仙台市立病院 形成外科 医長） 
黒沢 是之（宮城県立がんセンター 形成外科 医療部長） 

       庄司 未樹（東北大学 形成外科 助教） 
        伊師 森葉（仙台医療センター 形成外科 医員） 
       林 昌伸（東北大学 形成外科 助教） 
       今井 利郎（東北大学 形成外科 助教） 
      



Syllabus 
Seminar on CMF  2026/1/26-27 
テーマ 1： 「顔面骨へのアプローチと CMF 外科の基本手技」2026/1/26 

目的 :  顎顔面領域の手術手技は術野が狭く深く、術者以外はなかなか術野を見るこ

とができない。その一方で顔面の構造物は繊細で、狭い範囲に重要な器官が密集してい

るため合併症を生じさせず、傷跡が目立たないアプローチを行うには繊細な技術を必要

とする。そのため、手技の教育には困難を生じていた。このプログラムでは、形成外科

専門医取得前の後期研修医を対象とし、形成外科医として扱う頻度の高い顔面骨骨折整

復手術におけるアプローチ法を実習することで、参加者が手技を取得し精通できること

を目標とする。1献体に 2人の受講者とする。 

（担当講師：今井啓道、菅原康志、本多孝之、田牧聡志、佐藤顕光他、使用遺体数 5 体

（内 1体はデモ用），座学及び実習） 

それぞれのコースについての座学を10分程度行った後、実習を行う。 

 

9:00-12:00 

CMF基本手技の確認と取得（担当講師：今井、菅原、小山、田牧、佐藤） 

献体の顔面を上に向けた状態で固定し実習を行う。 

受講者は2人一組となり術者と助手に別れる。 

後頭部を利用し、頭蓋骨外板採取の手技を通じて、皮膚切開、顔面骨用骨膜

剥離子の使用による骨膜剥離手技、顔面骨手術用骨切り器機を用いた各種バ

ーによる骨削除、ソーによる骨切り、オステオトーム（骨切り用ノミ）の使

用方法などを学ぶ。 

 

13:00-15:00  

睫毛下切開・経結膜切開・涙丘下切開からの眼窩底へのアプローチ 

（担当講師：今井、菅原、小山、田牧、佐藤） 

 献体の顔面を上に向けた状態で固定し実習を行う。 

 受講者は2人一組となり術者と助手に別れる。 

右下眼瞼を利用し、睫毛下切開pre-septalでの眼窩下縁・眼窩底へのアプロ

ーチを実習する。左下眼瞼を利用し、経結膜切開retro-septalでの眼窩下

縁・眼窩底へのアプローチを実習する。さらに、涙丘下切開（subcaruncle 

approach）による眼窩内側壁の展開も実習してもらう。 



 

15:00 – 17:30 

口腔前庭切開での上顎骨、後口腔前庭切開から下顎枝、下顎前庭切開から下顎体部、

後下顎切開から下顎骨角部へのアプローチ 

（担当講師：今井、菅原、小山、田牧、佐藤） 

 献体の顔面を上に向けた状態で固定し実習を行う。 

 受講者は2人一組となり術者と助手に別れる。 

口腔前庭切開からの上顎骨・頬骨へアプローチを、顔面口腔内を利用し、

 下口唇前庭切開、後口腔前庭切開、下顎後縁・下縁切開での下顎骨への

 アプローチを実習する。 

 

15:00 – 17:30 

冠状切開での顔面骨へのアプローチ（担当講師：今井、菅原、小山、田牧、佐藤） 

献体の顔面を上に向けた状態で固定し実習を行う。 

 受講者は2人一組となり術者と助手に別れる。 

冠状切開から眼窩及び頬骨、頬骨弓まで展開する手技につき学ぶ。2人の受講

者がそれぞれ左右半分を術者となることで実習を行う。このアプローチで

は、側頭部の詳細解剖を把握することが重要となる。術後の側頭部陥凹変形

を予防し、顔面神経側頭枝への損傷を回避する方法の習得を目指す。 

  



テーマ 2： 「顎顔面骨の骨切り手技」2026/1/27 

目的 :  顔面の構造物は繊細で、狭い範囲に重要な器官が密集しているため合併症を

生じさせないアプローチを行うには繊細な技術を必要とする。特に顎顔面骨の骨切り術

は顎顔面形成術の根幹をなすものであるが、助手から術野が見えにくいため手術のイメ

ージがつかみにくく、また指導者からも確認できない部位で手技を研修医に行わせるこ

とになるため、臨床の場で技術を取得させる経験を積ませることは非常に困難で抵抗が

あるものであった。このプログラムでは、形成外科専門医取得後の医師を対象とし、顎

顔面の骨切り手術のなかで基本となる Le Fort I 型上顎骨切り術と下顎枝矢状分割術

をはじめ、Le Fort III 型上顎骨切り術や眼窩周囲の骨切り、顎形成などの手技を実習

する。1献体に 1人の受講者でおこなう。 

（担当講師：今井啓道、菅原康志、小山明彦、田牧聡志、佐藤顕光他、使用遺体数 5体 

(1 体はデモと特別講演用、テーマ 1での献体を再度利用)，座学及び実習） 

※事前に受講者の要望を聴取し、希望する手技について重点的に行う。下記にスケジュ

ールの１例を示す。 

 

9:00 – 12:00 

LeFort Iコース：LeFort I型上顎骨切り術・下顎枝矢状分割術 

（担当講師：今井、菅原、小山、田牧、佐藤） 

献体の顔面を上に向けた状態で固定し実習を行う。 

受講者は2人一組となり、それぞれの献体で術者と助手を交代し実習を行う。 

すでに展開してある口腔前庭切開から梨状孔縁および上顎翼突板接合部を展開

する。Bone Sawを用いてLeFort I型上顎骨切り術を行い、上顎翼突板縫合を離

開し上顎骨を授動する。 

続いて、すでに切開してある後口腔前庭切開から下顎枝外側を展開した後、下

歯槽神経を損傷しないための下顎枝内側面の剥離について学び実習する。Bone 

SawやBar、ノミを用いてObwegeser/Dal Pont法、Hunsuck/Epker法など複数の

下顎枝矢状分割を実際におこない手技の確認を行う。Hunsuck/Epker法では、

下顎枝内側より骨採取も経験する。 

 

昼休憩挟む 

13:00-14:00 

 



LeFort III型上顎骨切り術(LeFort I型上顎骨切り後献体を用いて)、頬骨骨切り術、

鼻骨骨切り術など要望に応じて 

（担当講師：今井、菅原、小山、田牧、佐藤） 

すでに LeFort I 型骨切りを施行済みの献体にて、参加者の希望により

「LeFort III 型上顎骨切り術（PMJ分離の手技なし）」あるいは「頬骨骨切り

術」について実習を行う。本実習では、3 次元的で理解が難しい下眼窩裂周囲

の解剖を理解し、上顎洞外側壁への移行部の構造を把握し安全で効率的な骨

切りを学ぶ。また、手術では展開できない部位を大きく展開し骨切り部位を

目視で確認。顎動脈やその枝である外側後鼻枝・中隔後鼻枝の位置と骨切り

部位との位置関係を確認することで、大きな出血を回避する骨切り方法につ

いて理解を深める。 

時間が許せば、鼻骨骨切り術についての実習も行う。通常は小さな刺しキズ

からノミを挿入しノミ先や骨切り部分を目視確認することはできないが、こ

の実習では鼻部の皮膚を除去しノミ先や骨切り線を確認し、手技の体得を目

指す。 

 

16:30-17:30 

おとがい形成（担当講師：菅原、今井、小山、田牧、佐藤） 

口腔前庭切開からオトガイ孔周囲を展開し、下歯槽神経を保護しながら下顎

前方部の骨切りを行う。基本的な移動デザインを確認する。また、下顎下縁

の処理方法や、固定後の骨片安定性、軟組織の扱い方についても理解を深

め、審美的なオトガイ形成の基本手技を実践的に学ぶ。  



Seminar on Flap Surgery   2026/01/22-23 
テーマ 3：「主要な皮弁の挙上手技とその血管解剖」 

目的 :  広背筋皮弁や、腹直筋皮弁、前外側大腿皮弁など、再建外科の領域において使

用頻度は高いが、挙上手技にはその詳細な血管解剖に精通している必要がある。このプ

ログラムでは、ビギナーに汎用される皮弁の血管解剖と挙上手技を実習する。また、エ

キスパートには骨付き皮弁や、患者の個体差に対応した前内側大腿皮弁など使用頻度の

低い皮弁の挙上手技を実習することで、より安全な手術手技の取得を目指す。1献体に

2名の受講者とする。 

（担当講師：黒沢 是之、武田 睦、高地 崇、庄司 未樹、伊師 森葉、林 昌伸。使

用遺体数 5 体（1体はデモ用、テーマ 1・2 での献体を再利用する），座学及び実習） 

 

それぞれの皮弁についての座学を10分程度行った後、皮弁挙上の実習を行う。 

 

(1日目)9:00 – 12:30  

腹直筋皮弁、深下腹壁動脈穿通枝皮弁、浅下腹壁動脈皮弁、鼠径皮弁 

            （担当講師：黒沢、武田、高地、庄司、伊師、林、今井） 

 仰臥位において皮弁採取を行う。 

下腹部に切開を行い、深下腹壁動静脈が腹直筋内に到達し、そこから皮膚穿

通枝として皮膚・皮下組織に至る解剖および操作手技を実習する。 

それにより、スタンダードな皮弁としての腹直筋皮弁、さらには低侵襲を目

的とした深下腹壁動脈穿通枝皮弁や、浅下腹壁動脈皮弁など、さらに専門的

なの皮弁挙上について実習する。 

 

(1日目)13:00 – 17:30 

広背筋皮弁(肋骨付き)、肩甲皮弁(肩甲骨付き)、前鋸筋弁 

            （担当講師：黒沢、武田、高地、庄司、伊師、林、今井） 

 側臥位において皮弁採取を行う。 

背部〜腋窩に皮膚切開を行い、各皮弁の主要栄養血管である肩甲下動脈系の

解剖および操作手技を実習する。 

さらに、肩甲下動脈より分岐する胸背動脈、肩甲回旋動脈および骨枝、胸背

動脈前鋸筋枝、胸背動脈肋間穿通枝、胸背動脈肩甲骨角枝に至る解剖を明ら

かにし、それに対応する、広背筋皮弁、肩甲皮弁、前鋸筋弁、肋骨付き広背

筋皮弁、肩甲骨弁の挙上方法について実習する。 



 

(2日目)9:00 – 12:30  

前外側大腿皮弁、前内側大腿皮弁、大腿筋膜張筋皮弁 

            （担当講師：黒沢、武田、高地、庄司、伊師、林、今井） 

仰臥位において皮弁採取を行う。 

大腿に切開を行い、大腿皮膚を栄養する前外側大腿穿通枝、および前内側大

腿穿通枝を見出す。それぞれの穿通枝により前外側大腿皮弁と前内側大腿皮

弁が挙上可能であり、variationによる皮弁挙上の選択枝となりうることを実

習する。 

また、皮弁のそれぞれを外側大腿回旋動静脈まで追い、その横行枝から大腿

筋膜張筋皮弁の挙上までを実習する。 

 

（2日目）13:00-17:30 

腓骨皮弁、内側足底皮弁（担当講師：黒沢、武田、高地、庄司、伊師、林、今井） 

仰臥位において皮弁採取を行う。 

下腿に切開を行い、腓骨動脈を展開し血管茎付き腓骨皮弁の挙上を実習す

る。 

また、足底部に切開を行い後脛骨動脈から内側足底動脈を展開し内側足底皮弁

の挙上を実習する。 


